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広 谷 形(京大 ･詔良研)
山口県出田市および玖珂郡にまたがる地域にお
いて.イノシシのfBmに凹する調光を行なった｡
11月 15日から2月15日の3カ月の刑期巾.ほ
とんど侮日Ll刑する申菜的狩獅者に対称を定め.
刑T7;･gibの正t按祝烈ならびに閃き込みを行なった｡
またfln位m休の日内容物のサンプルの収が王も同時
に行なった｡
fEmはIli独で行なわれ.1982年1月30日の時
点では.10カ所に合計158の氏が掛けられてい
た｡そして今回使用された現場は.前年のそれと
は.ほとんど重役が見られなかった｡
民の種類は Fはね毘』とワイヤーで輪を作るだ
けの 『わき』と呼ばれるものの2掛 こ大別され.
前者はさらに.胴掛や脚掛などのバリューシヲン
が観察された｡例えば急峻な場所には Fわき｣を
用いるというように.狩獅･B･は.El然条件を考慮
し.使用する現の和現を決める｡
これらの環は.仕掛を工夫することにJ:ら.成
猷のみを純理することが可能であるので.以前は
こうした選択狩猟が行なわれていた｡
(最近は.ハンターの増加や狩猟獣の減少により
この傾向が薄れている｡)
民は(1)谷を巻くように 位)餌場へ至るミチに (3)
両側がイノシシにとって利用できない限られたミ
チなどに仕掛けられた｡
以上.選択狩猟や民の種獄.仕掛ける地域.仕
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